家庭礼拝　2011年4月６日　コリント第Ⅰ　９章
　賛美歌297　栄えの主イエスの　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌465　神共にいまして
起
　前回は、偶像に備えられた肉のことを通して、キリスト者の自由と責任について教えられました。キリスト者は自由であるから何をしてもいいというわけではなく、たとえそれが正しい考えであり行為であったとしても、愛にふさわしくない考えや行為ならば、してはいけないというものでした。キリスト教は、何よりも愛を優先するものとなったわけです。
今日の9章の小見出しは、使徒の権利となっていますが、これは明らかに、コリント教会からパウロに来た手紙への反論です。コリントの手紙の内容は、この小見出しの反対を見ればいいわけです。それは、パウロは使徒ではない、パウロには使徒としての権利がないというコリント教会の意見があり、それに対する反論となります。使徒達とは、イエス様と直接出会い、召命を与えられ、直接弟子としての指導を受けたものです。ですがパウロは後から来たものであり、自ら使徒と言っているものであり、確かに他の人から見れば、それは本来の使徒とは違うのではないのかという疑いはもっともなのです。ですが、パウロは、自分が使徒であることにこだわりました。それは、自分もまた、イエスキリストに直接出会い、召命を与えられ、直接の指導を受けたという強い自覚があるからです。それは、誰になんと言われても揺るがない、強い確信でした。それはパウロの強烈な霊的な体験だったのです。
私たちの信仰は、イエスキリストについて知っている、イエスキリストの教えはわかっている、信仰の深いところまで理解している、という考えのものではいけないのです。私たちは、長いこと信仰生活を歩んでいると、いつの間にかこのような信仰的傾向の中に埋もれてしまいます。パウロの体験は、イエスキリストについて知っているではなくて、私はイエスキリストを知っている、イエスキリストと出会ったという、人格的な出会いなのです。今の教会的な信仰はこのような、人格的な出会いの信仰を排除しようとしているように見えます。教会的な組織的信仰は、画一的な教理を教え込むことによって、体制を保とうとしているような気がしてなりません。
パウロは、テモテへの手紙Ⅱの一章11と12節でこう言っています。

「この福音のために、私は宣教者、使徒、教師に任命されました。そのために、私はこのように苦しみを受けているのですが、それを恥じていません。というのは、私が自分が信頼している方を知っており、私にゆだねられているものを、その方が、かの日まで守ることがおできになると確信しているからです。」この中で、パウロは自分がイエスキリストによって使徒として任命されており、自分がイエスキリストを知っていること、そして福音のために使わされていることを明言しているのです。決して又聞きではないのです。そのような意味からすると、聖テレジアやアッシジのフランチェスコ、マザーテレサのような人々は、直接イエスキリストと出会った人々であり、聖人といわれるだけでなく、同じような意味で使徒と言われてもおかしくないような気もします。
承

さて、パウロは、今日の9章1節と2節でこういいました。
１コリ 9:1　わたしは自由な者ではないか。使徒ではないか。わたしたちの主イエスを見たではないか。あなたがたは、主のためにわたしが働いて得た成果ではないか。
１コリ 9:2　他の人たちにとってわたしは使徒でないにしても、少なくともあなたがたにとっては使徒なのです。あなたがたは主に結ばれており、わたしが使徒であることの生きた証拠だからです。
パウロは8章に続いて、自由について語り、そして私は使徒ではないかといいます。その使徒であると言う根拠は二つありました。一つは、主イエスを見たではないかという、直接の出会いについて語っています。もう一つは、あなた方が成果ではないか、と言う、使徒でなければ得られない成果を証拠として提出しています。パウロはこういいました。「少なくともあなた方にとっては使徒なのです。あなた方は主に結ばれており、私が使徒である事の生きた証拠だからです。」パウロにとって、主に結びつけることのできるのは使徒の働きだと言うことなのです。キリストを直接知っているものにしかできない使徒の働きだと言っているのです。私たちの信仰もまたそうであるべきなのかもしれません。求道者を直接主に結びつけることができるものが、本当の信仰者と言えるかもしれません。自分だけの信仰で満足しているものは本当にキリストを知るものであるとは限らないのです。何かができるとか、何かを知っているとかと言うものではなく、ただ人々をイエスキリストとの人格的な交わりの中に導くことのできる信仰が本当の信仰かもしれません。
　3節から6節では、コリント教会の批判に対して、強烈に弁明していきます。こう言っています。
１コリ 9:3　わたしを批判する人たちには、こう弁明します。
１コリ 9:4　わたしたちには、食べたり、飲んだりする権利が全くないのですか。
１コリ 9:5　わたしたちには、他の使徒たちや主の兄弟たちやケファのように、信者である妻を連れて歩く権利がないのですか。
１コリ 9:6　あるいは、わたしとバルナバだけには、生活の資を得るための仕事をしなくてもよいという権利がないのですか。
なぜパウロはこう言ったのか、この文章から推測できるパウロへの批判はこうなります。「パウロたちは、使徒でもないのに、自分は使徒だと言い、人のうちに招かれて食べたり飲んだりしている。妻を連れて歩いていて、ろくに仕事もせずに、まじめに宣教しているとは思えない。パウロたちは、本当の宣教者ではない。」きっとこういった批判に近いことが言われていたのだと思います。
　7節から15節までは、延々とパウロの弁明が続きます。よほど、この批判が身にこたえたものと思えます。自分たちにはそれをする権利があることを、常識的な判断の上からも、聖書的な判断の上からもそれを主張します。そのようにしたいと言うのではなく、まず自分たちにはそのような権利があると言うことをまず相手に認めさせて、その上で、パウロたちは、キリスト者の自由によって愛によって、それを行ったり行わなかったりしているのだと言おうとしているのです。
転

　パウロは自分たちにはその権利があると言うことを、何度も説明した後、こう言います。
１コリ 9:15　しかし、わたしはこの権利を何一つ利用したことはありません。こう書いたのは、自分もその権利を利用したいからではない。それくらいなら、死んだ方がましです……。だれも、わたしのこの誇りを無意味なものにしてはならない。
パウロはこの権利を何一つ利用したことはないと言います。8章では正しいからと言って何でもそれをやっていいわけではないという話がありましたが、9章では、権利があるからと言って、それを利用するわけではないと言う話になります。これがキリスト者の自由と言うことになります。正しさや、権利などに縛られることなく捉われることなく自由に選択していけるのです。コリントの人たちは、パウロの裏を読もうとして、こう言ったと思うのです。「パウロが宣教するのは、偉いものになりたいからだろう、報酬が得たいからだろう」とかんぐるのです。ですがパウロは反論してこう言いました。16節から18節です。
１コリ 9:16　もっとも、わたしが福音を告げ知らせても、それはわたしの誇りにはなりません。そうせずにはいられないことだからです。福音を告げ知らせないなら、わたしは不幸なのです。
１コリ 9:17　自分からそうしているなら、報酬を得るでしょう。しかし、強いられてするなら、それは、ゆだねられている務めなのです。
１コリ 9:18　では、わたしの報酬とは何でしょうか。それは、福音を告げ知らせるときにそれを無報酬で伝え、福音を伝えるわたしが当然持っている権利を用いないということです。

　パウロは、自分が宣教するのは誇りたいためではない、そうしなければ私は不幸なのだ、と言い、それは自分の考えでやっていることではなく、ゆだねられた務めなのだといいました。そして、私の報酬は無報酬で福音を伝えることだと言ったのです。
そして、できるだけ多くの人を得るために、福音を伝える方法を次のように述べています。19節から23節です。
１コリ 9:19　わたしは、だれに対しても自由な者ですが、すべての人の奴隷になりました。できるだけ多くの人を得るためです。
１コリ 9:20　ユダヤ人に対しては、ユダヤ人のようになりました。ユダヤ人を得るためです。律法に支配されている人に対しては、わたし自身はそうではないのですが、律法に支配されている人のようになりました。律法に支配されている人を得るためです。
１コリ 9:21　また、わたしは神の律法を持っていないわけではなく、キリストの律法に従っているのですが、律法を持たない人に対しては、律法を持たない人のようになりました。律法を持たない人を得るためです。
１コリ 9:22　弱い人に対しては、弱い人のようになりました。弱い人を得るためです。すべての人に対してすべてのものになりました。何とかして何人かでも救うためです。
１コリ 9:23　福音のためなら、わたしはどんなことでもします。それは、わたしが福音に共にあずかる者となるためです。
パウロのすごさは、決して上から目線になると言うことがなかったことです。土俵の外に立って、教えてやろうと言う思いは決してなかったのです。いつも同じ立場、同じ土俵に立って、その良いも悪いも共に味わい体験しながら、福音を伝えていくと言う方法でした。相手を自分の仲間に入れるのではなく、自分が相手の仲間に入ってキリストを伝えていく方法なのです。パウロはすべての人に対して、すべてのものになりました。何とかして何人かでも救うためです。と言いました。相手の心をつかむには、相手と同じ立場になって考え、行うことの大切さを教えられます。外側に立っていては何の共感も生まないのです。そして23節では、このように言いました。
１コリ 9:23　福音のためなら、わたしはどんなことでもします。それは、わたしが福音に共にあずかる者となるためです。
パウロは、福音のためなら、私はどんなことでもしますといったのです。どんなに軽蔑されてもどんなに非難されても、どんなに苦しくても、どんなに悲しくても、それが福音のためであるならば、私はそれを喜んですると、パウロの心情を吐露したわけです。そしてそこまでやる理由を言ったのです。なぜそこまでするのか、それは、私が福音に共にあずかるものとなるためです、と言った言葉通りなのです。パウロは、自分だけが福音に預かると言うようなことでは満足しなかったのです。パウロの満足は、福音に共にあずかる者となる、と言うことでその満足が完結するのです。一人ではなく、みんなと一緒に福音にあずかることなのです。そのために、パウロはどんなことでもすると、宣言したのです。それは朽ちない冠を得るために節制し、自分の体を打ちたたいて、服従させながら、相手に合わせてどんなことでもしていこう。そして、福音の恵みに共にあずかろうと言っているのです。
結

　パウロを使徒としての使命に目覚めさせたものは、イエスキリストとの直接的な出会いでした。自分はキリストを知っていると言う思いでした。この思いをして、パウロに、私は福音のためならば何でもする、と言わせました。パウロは、この福音伝道を決して名声のためでも利益のためでもなく、そうせざるを得ない気持ちだから、やっているのだと言いました。神からゆだねられたものだからと言いました。パウロの報酬は、無報酬で福音を延べ伝えることであり、共に福音の喜びにあずかることなのだと言うことでした。パウロをここまで、福音宣教に駆り立てた、その源は、イエスキリストとの直接的な出会い、直接的な人格的交わりなのです。私たちはこのような信仰を忘れているのかもしれません。型どおりの信仰の中で、命の躍動する信仰を忘れているのかもしれません。コリントの教会の人々は、パウロのこの力の源泉を知ることがありませんでした。ですから、パウロは名誉のため、利益のためにやっているに違いない、そうでなければあんなふうにできるはずがないと思って批判したのです。ですが、たとえ、名誉や利益のために働いたとしても、パウロのような働きを続けることはできないのです。私たちも、この突き上げてくるような情熱がなければ、すべて中途半端に終わるでしょう。原点に戻ることが大切です。イエス様の前に一対一で人格的な交わりを大切にしていくことが必要なのではないでしょうか。
(一分間の祈り)

(祈り)

私たちに命を与え、本当に生きるものとさせてくださいます、天の父なる神様、御名をあがめて賛美いたします。パウロは、イエス様と出会い、新しい命を吹き込まれました。その命で、人間業とは思えないような大きな働きをしました。それはしようと思ってすることではなく、そうせざるを得ないほどの情熱に駆られての仕業でした。そしてまた、その導きに従うことがパウロの幸せでした。私たちも、あなたを信じるものです。どうかイエスキリストについて信じるものではなく、イエスキリストを信じるものでありますように。イエスキリストの教えに出会うのではなく、イエスキリストに出会うものでありますように。
あなたとの直接的な出会いに、恐れを持つことがありませんように。ただあなたの愛と慈しみを信じて、あなたとの出会いを待ち望むものでありますように。

　東日本大震災のニュースは、私たちの心を重苦しい悲しみに追いやりますが、神様、どうかあなたが一人ひとりを助け励ましてくださいますように。この震災では、多くの人が立ち上がり、多くの人が手を差し伸べ、日本がひとつの気持ちになって、この困難を乗り切ろうとしております。神様、どうか私たちを助けてくださいますように。何よりもあなたの御国と御力とを思いつつ、私たちのできることをしていくことができますように。
この祈りを、主、イエスキリストの御名によって、お祈りいたします。

◆使徒の権利
１コリ 9:1　わたしは自由な者ではないか。使徒ではないか。わたしたちの主イエスを見たではないか。あなたがたは、主のためにわたしが働いて得た成果ではないか。
１コリ 9:2　他の人たちにとってわたしは使徒でないにしても、少なくともあなたがたにとっては使徒なのです。あなたがたは主に結ばれており、わたしが使徒であることの生きた証拠だからです。
１コリ 9:3　わたしを批判する人たちには、こう弁明します。
１コリ 9:4　わたしたちには、食べたり、飲んだりする権利が全くないのですか。
１コリ 9:5　わたしたちには、他の使徒たちや主の兄弟たちやケファのように、信者である妻を連れて歩く権利がないのですか。
１コリ 9:6　あるいは、わたしとバルナバだけには、生活の資を得るための仕事をしなくてもよいという権利がないのですか。
１コリ 9:7　そもそも、いったいだれが自費で戦争に行きますか。ぶどう畑を作って、その実を食べない者がいますか。羊の群れを飼って、その乳を飲まない者がいますか。
１コリ 9:8　わたしがこう言うのは、人間の思いからでしょうか。律法も言っているではないですか。
１コリ 9:9　モーセの律法に、「脱穀している牛に口籠をはめてはならない」と書いてあります。神が心にかけておられるのは、牛のことですか。
１コリ 9:10　それとも、わたしたちのために言っておられるのでしょうか。もちろん、わたしたちのためにそう書かれているのです。耕す者が望みを持って耕し、脱穀する者が分け前にあずかることを期待して働くのは当然です。
１コリ 9:11　わたしたちがあなたがたに霊的なものを蒔いたのなら、あなたがたから肉のものを刈り取ることは、行き過ぎでしょうか。
１コリ 9:12　他の人たちが、あなたがたに対するこの権利を持っているとすれば、わたしたちはなおさらそうではありませんか。しかし、わたしたちはこの権利を用いませんでした。かえってキリストの福音を少しでも妨げてはならないと、すべてを耐え忍んでいます。
１コリ 9:13　あなたがたは知らないのですか。神殿で働く人たちは神殿から下がる物を食べ、祭壇に仕える人たちは祭壇の供え物の分け前にあずかります。
１コリ 9:14　同じように、主は、福音を宣べ伝える人たちには福音によって生活の資を得るようにと、指示されました。
１コリ 9:15　しかし、わたしはこの権利を何一つ利用したことはありません。こう書いたのは、自分もその権利を利用したいからではない。それくらいなら、死んだ方がましです……。だれも、わたしのこの誇りを無意味なものにしてはならない。
１コリ 9:16　もっとも、わたしが福音を告げ知らせても、それはわたしの誇りにはなりません。そうせずにはいられないことだからです。福音を告げ知らせないなら、わたしは不幸なのです。
１コリ 9:17　自分からそうしているなら、報酬を得るでしょう。しかし、強いられてするなら、それは、ゆだねられている務めなのです。
１コリ 9:18　では、わたしの報酬とは何でしょうか。それは、福音を告げ知らせるときにそれを無報酬で伝え、福音を伝えるわたしが当然持っている権利を用いないということです。
１コリ 9:19　わたしは、だれに対しても自由な者ですが、すべての人の奴隷になりました。できるだけ多くの人を得るためです。
１コリ 9:20　ユダヤ人に対しては、ユダヤ人のようになりました。ユダヤ人を得るためです。律法に支配されている人に対しては、わたし自身はそうではないのですが、律法に支配されている人のようになりました。律法に支配されている人を得るためです。
１コリ 9:21　また、わたしは神の律法を持っていないわけではなく、キリストの律法に従っているのですが、律法を持たない人に対しては、律法を持たない人のようになりました。律法を持たない人を得るためです。
１コリ 9:22　弱い人に対しては、弱い人のようになりました。弱い人を得るためです。すべての人に対してすべてのものになりました。何とかして何人かでも救うためです。
１コリ 9:23　福音のためなら、わたしはどんなことでもします。それは、わたしが福音に共にあずかる者となるためです。
１コリ 9:24　あなたがたは知らないのですか。競技場で走る者は皆走るけれども、賞を受けるのは一人だけです。あなたがたも賞を得るように走りなさい。
１コリ 9:25　競技をする人は皆、すべてに節制します。彼らは朽ちる冠を得るためにそうするのですが、わたしたちは、朽ちない冠を得るために節制するのです。
１コリ 9:26　だから、わたしとしては、やみくもに走ったりしないし、空を打つような拳闘もしません。
１コリ 9:27　むしろ、自分の体を打ちたたいて服従させます。それは、他の人々に宣教しておきながら、自分の方が失格者になってしまわないためです。
PAGE  
4

